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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ダイナミック・システムズ・アプローチの手法を参考としながら、
日本語学習に対する動機づけの長期的変化を探ることであった。調査では、日本の大学に在籍する留学生、およ
び卒業後、日系企業に就職した元留学生を対象として半構造化インタビューを実施し、日本語学習に対する動機
づけの変化と変化の時期、影響要因を分析した。さらに、動機づけを高めることを目的とした授業実践を行っ
た。結果として、日本語学習開始時から大学4年間、就職後までにおいて動機づけの在り方と影響要因が変化す
ることが示された。これにより、各教育段階において求められる学習支援や教育プログラムの内容が異なること
が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the long-term change in 
motivation for learning Japanese using the dynamic systems approach. In the survey, semi-structured 
interviews were first conducted for international students enrolled in Japanese universities and 
former international students who secured jobs at Japanese companies after their graduation. Second,
 the responses to the interview questions were analyzed based on the following aspects: changes in 
motivation for learning Japanese, timing of the change, and factors influencing the motivation. 
Further, classroom practices, aimed at increasing the motivation, were conducted. As a result, it 
was shown that students' motivation levels, as well as the factors influencing the motivation 
levels, change from those at the beginning of Japanese learning to those after securing a job. It 
was revealed that different learning support and Japanese educational program were required at each 
educational stage.

研究分野：日本語教育

キーワード： 動機づけ　異文化接触　中国人留学生
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１． 研究開始当初の背景 
近年、留学経験を活かして日系企業に就職
する留学生が増加している。これに伴い、従
来から行われてきた日常生活や学術のため
の日本語教育に加えて、ビジネス日本語教育
や就職支援が盛んになっている。つまり、大
学入学時から就職時期まで大学4年間という
長いスパンでの日本語支援が必要となって
いるのである。このような長期的な視野で留
学生の日本語学習に対する支援を考える際、
どのような時期にどのような支援が必要と
されるのだろうか。また、留学生自身は、大
学4年間を通じてどのように日本語学習に動
機づけられていくのだろうか。 
高校時代から大学時代は、職業を選択して
社会人になる準備をする青年期に当たり、大
学生の学習には将来像や職業像が大きな影
響を与えることが指摘されている（速水，
1998）。留学生の場合、第二言語である日本
語を用いて、自分が「こうありたい」と考え
る将来像を展望していく必要がある。また異
文化社会である日本で将来像を形成してい
く際には、日本人、社会との異文化接触が日
本語学習に対する動機づけに影響を与える
ことが指摘されている（河先，2006；小林，
2014）。しかし、自らを取り巻く異文化コミ
ュニティに対し、留学生がどのような参加過
程をたどり、文化摩擦や対立をどのように解
釈してその後の日本語学習に動機づけられ
ていくのか、彼らが置かれた学習・教育環境
の影響を包括的に検討した調査は十分では
ない。 
動機づけは常に揺れ動いており、社会状況、
周囲の人々や学習経験など数多くの要因か
ら影響を受けて、向上、低下を繰り返す複雑
で動的なシステムである（Dörnyei et al., 
2015）。動機づけを様々な要因が互いに影響
しあい、時間の経過とともに複雑に変化する
ものと捉える手法のひとつとして、ダイナミ
ック・システムズ・アプローチ（Dynamic 
systems approach: DSA）がある。DSA では、
動機づけの変化・発達のプロセスを時間軸に
沿って詳細に記述し、それまでには見られな
かった動機づけの種類や変化を考察し、その
変化はどのように起こったのか、変化を起こ
した要因は何か、どのようなとき、その変化
は起きるのかなどを明らかにする（廣森，
2014；馬場・新多，2016）。 
本研究では、DSA の手法を参考としながら、
留学直後から卒業時期までの各教育段階に
おいて求められる日本語学習支援の内容を
明らかにすることを目的とする。動機づけの
変化・発達のプロセスや影響要因を詳細に検
討することにより、留学環境、日本語教育プ
ログラムの改善のための実証的なデータを
得ることが可能となると考える。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、大学入学時から進路決定、
就業時期を通して留学生の日本語学習に対

する動機づけがどのように変化するのか、変
化の過程と時期、影響要因を明らかにするこ
とである。これにより、大学における各教育
段階において求められる日本語学習支援の
内容や教育環境の整備を検討する。 
 
３．研究の方法 
   本研究は以下の方法により実施した。
（１）第二言語教育及び日本語教育における
動機づけ研究を概観し、研究動向をまとめた
うえで本研究の研究課題を示した。 
（２）日本の大学（大学院）を卒業（修了）
後、日系企業に就職した元留学生を対象に、
半構造化インタビューを実施し、日本語学習
開始時から会社に就職後までの動機づけの
変化と影響要因を探った。 
（３）日本の大学（大学院）に在籍する中国
人留学生を対象に定期的に半構造化インタ
ビューを実施し、日本語学習に対する動機づ
けの変化と影響要因を縦断的に調査した。 
（４）学習者の動機づけを高めることを目的
とした授業実践を行い、どのような変化が見
られるか考察した。 
 
４．研究成果 
（１）関連する分野の文献を整理し、日本語
学習者の動機づけの変化・発達過程と影響要
因についての知見をまとめた。動機づけを理
解するための理論は数多くあるが、本研究で
は、動機づけを捉える際に、学習者が持つ将
来像とその学習者を取り巻く社会的・文化的
文脈とを統合して研究するための枠組みと
して、L2 Motivational Self System（Dörnyei 
& Ushioda，2009）を用いた。第二言語学習
者は、「こうなりたい、こうありたい自分」
という「第二言語の理想自己（Ideal L2 
Self）」とともに、親や社会から期待される
「第二言語の義務自己（Ought-to L2 Self）」
を抱いており、学習者の学習行動には両方の
動機づけが影響を与えている。さらに、教員
や教育カリキュラム、成功経験などの「第二
言語学習経験（L2 learning experience）」
がこれらの動機づけに影響を与える。 
これまでの調査から、日本で学ぶ中国人留
学生の場合は、①進路決定の過程において形
成される将来像が、大学における日本語学習
に影響を与えること②将来像を伴った動機
づけが形成される過程では日本人、社会との
相互作用が果たす役割が大きいことが示さ
れている（河先，2006；小林，2014）。特に、
大学や地域の一員として一定の役割を果た
し、周囲の日本人から認められた経験がきっ
かけとなり、日本企業というより大きな異文
化コミュニティへ参入する将来像を描きや
すくなることが示唆されている（小林，2014）。 
しかし、このような全体的な傾向に加えて、
動機づけの段階的な発達を明らかにするた
めには、時間経過の観点を含めて動機づけの
連続的な発達過程や影響要因の変化を分析
する必要がある。この課題に対して近年、ダ



イナミック・システムズ・アプローチ
（Dynamic systems approach: DSA）に基づ
く研究が注目されている。DSA は第二言語能
力や動機づけの変化・発達を捉える枠組みで
あり、その基本的手法は、①個々人の多様な
発達軌跡を記述し、②発達の変化点を特定し、
③変化に強い影響を与える要因を特定する、
というものである。さらに①～③で得られた
結果をともに、④影響要因を意図的に取り入
れた教育介入を行い、それが本当に変化・発
達に影響を与えるのか検証することも可能
となる（廣森，2014；馬場・新多，2016）。 
DSA は、動機づけの変化・発達と学習・教
育環境との関係を明らかにする手法として、
第二言語教育に取り入れられつつある。一方、
日本語教育における動機づけ研究に関して
は、これまでに、①動機づけの構造を明らか
にする研究、②動機づけと他の要因との関連
を調査した研究、③動機づけの変化と影響要
因を調査した研究、④動機づけを高めるため
の教育実践的研究、といった多様な研究が進
められつつある。しかしながら、学習者の個
人差要因を動的、相互作用的に捉え、時間軸
を取り入れた長期的な視野から分析する研
究は不足している（村上，2010）。今後は DSA
の手法等を参考にしながら、動機づけの長期
的な変化の過程と影響要因を調査する研究
を進めることが必要となる。 
 
（２）日本の大学（大学院）を卒業（修了）
後、日系企業に就職した中国人留学生 3名を
対象に半構造化インタビューを実施した。イ
ンタビューは、大学在学中の３・４年次（大
学院修士課程）から、就職後まで複数回実施
した。主な質問項目は、①日本語学習を始め
た理由とその後の動機づけの変化、②留学を
決めた理由、③留学前後の日本・日本社会と
の接触経験、④将来の進路を決めた理由、⑤
現在の仕事内容と将来の展望、⑥大学在学中
の学習や経験で就職後に役立ったこと等で
あった。インタビューデータは録音し、その
後すべて文字化した。 
分析では時間経過のなかでの動機づけの
変化・発達の経路を捉える手法として、複線
径路等至性アプローチ（安田・サトウ，2012）
を用いた。分析では、各調査協力者の個別的
な動機づけの変化・発達の経路を時期別に分
析し、時期によってどのような動機づけが現
れるのか、またどのような影響要因が見られ
るのかを検討した。具体的には、動機づけの
変化を 4つの期間に分けて考察した。第Ⅰ期
は日本語学習を開始した中学・高校時代、第
Ⅱ期は日本の大学への留学当初から進路決
定まで、第Ⅲ期は進路決定時期、第Ⅳ期は就
職後である。次に、動機づけの変化・発達の
経路と影響要因の共通点、相違点を考察した。 
結果として、調査協力者の動機づけの変
化・発達の経路には多くの共通点が見られた。
第Ⅰ期（中学・高校時代）における日本語学
習や進路の選択には、親や教師の助言、中国

の社会状況（受験競争、就職難、留学ブーム）
の影響が大きく、周囲から期待される「第二
言語の義務自己」が強く意識されていた。そ
の一方、日本人との接触は少なく、アニメや
漫画などに限られており、現実の日本語使用
を想定した「第二言語の理想自己」を想像す
るのは難しい状況にあった。 
続いて第Ⅱ期（留学当初～進路決定）は、
日本の大学に留学し、日本人大学生や地域住
民との接触が増えていく時期である。来日当
初は、全員、日本語が聞き取れない、日本人
と話が通じないという困難を感じているが、
積極的に日本人のコミュニティ（寮、サーク
ル、ゼミ、アルバイト等）に参加することに
よってそれを克服しようとしている。この時
期には漠然とした将来像、職業像を持ってい
るものの、「第二言語の理想自己」はあまり
明確なものではなかった。その一方、日本語
の上達や自己表現の楽しさを感じることに
よって、動機づけが向上する様子が見られた。 
第Ⅲ期（進路決定時期）になり、学年が進
むとサークルやアルバイト先で責任ある仕
事を任されるようになり、日本人のコミュニ
ティにおいて一定の役割を果たすようにな
る。これにより、将来日本語を使って日本人
と働く自信を得たという協力者も見られた。
また、進路の決定時期にあたるため、留学経
験や得た語学力を活かしたいという「第二言
語の理想自己」を構想していく。それと同時
に将来、中国に帰国した際を見据えた親や周
囲からの助言を聞くことで「第二言語の義務
自己」も意識している。調査協力者の進路選
択や日本語学習に対する意識には、これら 2
つの動機づけが影響を与えていた。 
第Ⅳ期（就職後）は、将来のキャリアのた
めに、職場で求められる語学力や専門スキル
をさらに伸ばそうとした時期である。顧客や
職場から求められる日本語能力という意味
では「第二言語の義務自己」ともいえるが、
調査協力者自身も社会から求められる能力
に積極的にこたえ、成長していこうとしてい
るという点で、「第二言語の理想自己」と「第
二言語の義務自己」のバランスが取れた状態
であることがうかがえた。また、就職後に振
り返って大学時代に役立った経験として全
員が挙げたのが日本人コミュニティでの経
験であった。日本人との人間関係のつくり方
や日本式の自己主張の仕方などを学んだこ
とが就職後に役立ったと述べている。 
これらの結果から、大学入学当初から就職
活動前までの時期に見られた異文化接触経
験がその後の将来像やキャリア形成、日本語
学習に対する取り組みにまで影響を与える
可能性が示唆された。ただし、留学当初と進
路決定時期では、動機づけの在り方や影響要
因が異なるため、教師の働きかけや準備すべ
き学習プログラムを変えていく必要がある
ことも示された。特に「第二言語の理想自己」
に影響する要因は時期によって違いが見ら
れた。また、日本語での意思疎通や日本人と



の人間関係構築が難しい等の困難が必ずし
も動機づけの低下を招くわけではなく、その
異文化接触を調査協力者自身がどのように
解釈するのかが、「第二言語の理想自己」の
形成に影響を与えていることが示唆された。 
 
（３）日本の大学（大学院）に在籍する中国
人留学生を対象としてインタビューを実施
し、日本語学習に対する動機づけの変化と影
響要因を調査した。全 33 名から協力を得た
が、ここでは、大学 1 年次の中国人留学生 2
名（調査協力者 A・B）に対して、大学入学時
から 1 年間、3-4 か月ごとに実施した半構造
化インタビューの結果を報告する。得られた
データはすべて文字化し、時系列に分析して
時期ごとにどのような動機づけが出現する
か、動機づけの変化と影響要因の個人差を探
った。分析においては、複線径路等至性アプ
ローチ（安田・サトウ，2012）を用いた。ま
ず、各調査協力者の個別的な動機づけの変
化・発達の経路を時期別に分析し、時期によ
ってどのような動機づけが現れるのか、どの
ような影響要因が見られるのかを検討した。
調査協力者の動機づけの変化を3つの時期に
分けて分析した。第Ⅰ期は日本留学前（中
学・高校時代）、第Ⅱ期は留学当初（1学期目）、
第Ⅲ期は 2学期目である。各時期において出
現する動機づけと影響要因を考察した。 
結果として、2 名の動機づけの変化には以
下のような共通点と相違点が見られた。まず、
第Ⅰ期には、調査協力者 2名とも高校の成績
や中国での大学受験が最も強い動機づけと
なっていた。また、良い成績を取ることが親
や教師周囲から期待される「第二言語の義務
自己」と一致しており、調査協力者自身にと
っても、学習の楽しさにつながっていた。次
に第Ⅱ期では、調査協力者の日本人との接触
の程度によって動機づけに相違が見られた。
調査協力者 Aの場合は、日本人大学生との友
人関係の構築方法が分からないことやアル
バイトを申し込んでも断られる経験などが
自己の日本語能力を低く評価することにつ
ながっていた。これにより、同国人の留学生
と過ごす機会が増え、さらに日本語使用の機
会を自ら失う様子が窺えた。調査協力者 Bの
場合は、混合寮やゼミ、アルバイト等を通し
て日本人との友人関係を深めたことが日本
語の上達感や学習の楽しさにつながってい
た。続いて第Ⅲ期になり、1 年次後期になる
と、調査協力者 AB ともに動機づけが低下す
る様子が見られるようになった。両名とも、
この時期には、曖昧な将来像しか有しておら
ず、進路についても中国の親の意見から形成
される「第二言語の義務自己」のほうが明確
に見られた。また、日常生活において同国人
と過ごすことが多い場合、日本語が上達しな
くても生活上の不便を感じないため、積極的
な学習に結び付かない場合も見られた。これ
らのことから、明確な将来目標をもたない留
学生活を送ることによって日本語学習に対

する意義づけが曖昧となり、動機づけが低下
する可能性が示唆された。 
これらの結果から、時期によって動機づけ
に対する働きかけを変える必要があること
が示唆された。まず来日当初には、日本語母
語話者との接触機会を多く設けることによ
って、日本語使用に対する不安を軽減し、自
信を高める取り組みが必要といえる。これに
より、将来「第二言語の理想自己」を構想し
ていくための自信を育成していく必要があ
る。さらに留学後の早い段階で、日本語学習
に対する長期的な動機づけを明確にし、留学
生活の過ごし方や日本語学習の意味づけを
意識化する必要があることも示唆された。 
 
（４）学習者の動機づけを高めることを目的
とした授業実践を行い、授業前後にどのよう
な変化が見られたのか考察した。これにより、
学習者の将来像（「第二言語の理想自己」「第
二言語の義務自己」）を明確にするとともに、
現在の日本語学習や留学生活の過ごし方に
ついて見直すことを目的とした。授業は 1学
期間（90 分×15 回）の間、実施した。コー
ス全体を通して、①若者を取り巻く雇用や就
職の状況について知り（「第二言語の義務自
己」）、②将来の職業像を明確にする（「第二
言語の理想自己」）ことを目的とした。同時
に、テーマに関わる語彙、表現を学ぶ、関連
する読み物を読む、発表やレポート作成をす
るなどの活動を通して総合的な日本語能力
を高めることを目指した。具体的なコースの
流れについては、岡崎（2009）を参考に以下
のように実施した。①世界の若者の雇用状況
とその背景について知る、②自分の国の若者
の雇用の現状、自分が考えた事を説明する、
③日本における留学生の就職活動、日本語を
使う仕事について知る、④自分が就きたい職
業を調べて、雇用状況やその仕事に就く方法
を発表する、⑤将来のために、今できること
は何かを考える。授業の前後において学習者
の動機づけにどのような相違が見られるか
質問紙により調査した。さらに、分析の際に
は学習者が提出したレポート、発表資料、教
師が記した授業記録等を補助的に用いた。 
結果として、質問紙の分析結果から、「第
二言語の理想自己」については授業前後の得
点差は有意ではなかった。「第二言語の義務
自己」については、授業後の方が有意に高い
得点を示した。したがって、自らが考える将
来像に関しては授業前後に大きな変化は見
られなかったものの、社会や周囲の人々から
期待される将来像については、授業後のほう
がより強く意識するようになっていること
が示された。さらに、授業前のレポートと最
終発表の内容も分析した。質問紙調査の結果
からは大きな相違が見られなかったものの、
学習者の「第二言語の理想自己」は、授業後
のほうがより具体的になっていた。特に就職
時期が近い 3年生に関しては、将来の日本で
の就職も視野に入れて仕事内容や就職活動



の方法を具体的に調べているが見られた。一
方、「第二言語の義務自己」に関しては、授
業後は、学習者全員が正社員を目指すべきだ
という結論に至っており、厳しい各国及び日
本の雇用状況と自己の将来との関わりを強
く意識するようになっている様子が窺えた。
授業を通して、雇用を取り巻く社会状況につ
いてより深く理解し、自己の将来像として安
定した雇用を求める気持ちが強くなったこ
とが伺える。その一方、1 年生の場合は「第
二言語の理想自己」に対する意識に大きな変
化が見られなかったことから、1 学期間の取
組みでは十分ではないことが示唆された。授
業後半では、日本での留学生の就職状況や日
本企業が求める能力について学んだり、日本
語を使う職業例として国際交流員の体験談
を聞いたりした。このような将来像を実現す
るための方法を学ぶ授業回について授業内
容を深めていく必要がある。また、特に学年
が低い学習者の場合は、短期間の働きかけに
限らず、長期的な視野で将来像を考える機会
を提供していく必要がある。 
 
本研究の目的は、DSA の手法を参考としな
がら、日本の大学（大学院）に在籍する中国
人留学生を対象に、日本語学習に対する動機
づけの変化を探ることであった。結果として、
日本語学習開始時から進路決定時期、就職後
までの日本語学習に対する動機づけの変化
を垣間見ることができた。これにより、留学
直後から卒業、修了時期までの各教育段階に
おいて求められる日本語学習支援の内容が
異なることが示唆された。まず、留学直後か
ら大学 1、2 年次においては、日本人との接
触経験を多く積み、日本語使用に対する不安
を軽減して、日本語能力の上達を感じる経験
をすることが重要であることが示された。留
学当初に不安を抱くことによって、その後の
交流に消極的になり、同国人と過ごす時間が
多くなることによって、さらに自信を失うと
いう悪循環に陥ってしまう留学生も見られ
た。しかし、同じように日本語での意思疎通
や異文化交流の難しさを感じた場合でも、学
習者がその困難をどのように捉えるかによ
って、動機づけが向上する場合と低下する場
合が見られた。したがって、学習者が留学中
の異文化接触をその後のキャリア形成や日
本語学習に主体的に生かすためには、その体
験を意味づけし、自分なりに再解釈する場や
支援が必要であることが示された。また、学
年が進み、日本人のコミュニティのなかで一
定の役割を積む経験をすることで、将来日本
語を使って活躍する自己をイメージするこ
とが可能となることが示唆された。しかし、
日本語力の不足や外国人であることが理由
となって、ゼミやアルバイト先等で責任ある
立場を任されない場合も見られた。また、留
学当初の異文化接触に対する自信の喪失が
原因となってコミュニティでの役割を果た
そうとしない留学生も存在した。したがって、

日本人と留学生が協働的に働く異文化コミ
ュニティを意図的に大学内に創りだす重要
性も改めて示唆された。このように、学習者
の学年に応じて段階的に日本語教育プログ
ラムを準備していく必要がある。 
今後は、上記のような知見をもとにした授
業での教育的介入が課題となる。調査で見出
された動機づけに対する影響要因を意図的
に取り入れた授業実践を行い、その要因が本
当に動機づけを高めるのかどうか検証する
ことが必要となる。本研究の場合で言えば、
将来の日本語使用状況を想定した異文化コ
ミュニティを教室内に創りだすことや異文
化間の協働学習を促すことにより、動機づけ
を高める取り組みが必要である。近年の日本
語教育における動機づけ研究では、特定のタ
スクや活動のなかでどのように動機づけが
変化するか調べる調査が見られるようにな
っている。しかし、授業実践の前後の動機づ
けの変化を調査するだけではなく、実践の途
中の教育・学習環境との相互作用がどのよう
な変化を生み出すのか、教師にはどのような
役割が求められるのか、より詳細に調査する
研究を進めていく必要がある。 
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